
三
十

二
大
人
相

の
系
統

(I
)

岡

田

行

弘

古
代
イ

ン
ド
で
は
偉
大
な
人
間
は

一
般

の
人
に
見
ら
れ
な
い
特
別
な

(
1
)

身
体
的
特
徴
を
具
備
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
仏
教
内
に
お
い

て
も
仏

・
如
来
あ
る
い
は
転
輪
聖
王
な
ど

の
身
体

に
は
三
十
二
の
相
が

あ
る
と
い
う
信
仰
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
三
十
二
大
人
相
(
m
a
h
a
p
u
r
u
-

sa
l
a
k
s
a
n
a
)
は

八
十
種

の
副
次
的
な
特
徴

(種
好
、
随
相
a
n
u
v
y
a
n
j
a
n
a
)

と
並
ん
で
、
様

々
な
経
論
中
に
そ
の
記
述
が
登
場
す
る
。
ま
た
こ
れ
は

(
2
)

仏
像
様
式
と
の
関
係
の
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
個
々
の
相
の

名
称
が
経
論
の
相
互
で
細
か
く
相
異
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
し
ば
ら

く
措
く
と
し
て
も
、

一
、
三
十
二
相
の
選
択

(何
を
も
つ
て
三
十
二
相
と

す
る
か
)、
二
、
各
相
を
配
列
す
る
順
序
、
三
、
各
相
に
つ
い
て
の
説
明

(そ
の
特
質
や
獲
得
の
方
法
等
)
の
三
点
に
関
し
て
は
、
各
経
典

は
著
し
い

相
違
を
示
し
て
い
る
。
後
述
の
如
く

『大
智
度
論
』
で
は
同

一
文
献
中
に

系
統
の
異
な
る
記
述
が
存
在
し
、
ま
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
そ
の

漢
訳
と
が
大
き
く
相
異
す
る
場
合
も
多
い
。
著
者
は
既
に
真
諦
(
p
a
r
a
-

m
a
r
t
h
a
)
の
訳
経
論
中
に
見
ら
れ
る
三
十
二
相
の
記
述
に
つ
い
て
そ
の

特
徴
を
簡
単
に
報
告
し
た

(「真
諦
訳
経
論
中
の
三
十
二
大
人
相
」
『宗
教
研

究
』
二
七
一
号
一
九
八
七
年

一
九
六
頁
以
下
)
。

今

回
は
漢
訳
仏
典
を
中
心

に
蒐
集
し
た
資
料
を
前
記

の
三
点
、
特
に
選
択

と
配
列
に
従

っ
て
分
類

整
理
し
、
そ
の
過
程
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
三
十
二
大
人
相
の
系

統
に
つ
い
て
要
点

の
み
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
資
料

の
中

に
は
三

十
二
相
の
う
ち
の
い
く

つ
か
の
相
が
欠
け
て
い
た
り
、
八
十
種
好
が
複

数
混
入
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
に
ゆ

ず
る
。
ま
た
個

々
の
系
統
を
比
較
す
る
た
め
に
対
照
表
を
掲
げ
る
こ
と

は
紙
数
上
不
可
能
な
の
で
、
各
系
統
に
お
い
て
必
要
な
細
部
に
わ
た
る

比
較
検
討
は
次
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

ー

パ
ー
リ
仏

典

の
系
統

パ
ー
リ
仏
典
中
で
は
次
の
三
箇
所
に
記
述
が
あ
る
。
a
.
M
a
h
a
p
a
d
-

a
n
a
s
u
t
t
a
n
t
a
(
U
 
Z
r
1
4
;
 
1
7
-
1
9
)
.
『
長

阿
含
経

(
一
)

大
本
経
』
後
秦
仏
陀
耶
舎
共

竺

仏

典

訳

(大
正
一
、
五
上
-
下
)。
h
.

L
a
k
k
h
a
n
a
s
u
t
t
a
n
t
a
(
v
o
l
.
 
1
4
3
-
1
4
4
)
.
『
中

阿

含
経

(五
九
)
三
十
二
相
経
』
東
晋
僧
伽
提
婆

訳

(大
正
一
、
四
九
三
下

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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三
十
二
大
人
相
の
系
統

(I
)
 (岡

田
)

-
四
九
四
上
)
。
c
.
B
r
a
h
d
s
a
s
f
a
t
a
(
M
N
 
N
r
9
1
;
 
v
o
l
.
p
p
.
1
3
6

-1
3
7
)
.
『
中

阿
含
経

(
一
六
一
)
梵
摩
経
』
東
晋
僧
伽
提
婆
訳

(大
正
一
、

六
八
六
上
-
下
)、
『
梵
摩
楡
経
』
呉
支
謙
訳

(大
正
一
、
八
八
三
下
-
八
八

四
上
)。
以
上

a
、
b
、
c
の
パ
ー
リ
原
典
に
お
い
て
三
十
二
相

の
選

択
と
配
列

は
完
全
に

一
致
す
る
。
こ
れ
を
F
.
E
d
g
o
r
t
o
n
は『仏
教

梵
語
辞
典
』
の
l
a
k
s
a
n
a
の
項
で
用
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も

の
と
見

な
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
対
応
す
る
漢
訳
を
見
る
と
そ
れ
ぞ

れ
パ
ー
リ
原
典
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
む
し
ろ
漢
訳
の
方
が
、
整

理
会
通
さ
れ
て
同

一
配
列
と
な
っ
て
い
る
パ
ー
リ
原
典
の
祖
型
を
示
唆

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
し
、
経
典

を
伝
承
し
た
部
派
の
相
違
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お

『
三
十

二
相
経
』
と

『
梵
摩
経
』
は
同

一
の
漢
訳
者
で
あ
る
た
め
配
列
順
序
は

完
全
に

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
四
種
の
漢
訳
の
う
ち
パ
ー
リ
原
典
に
最

(
3
)

も
近
い
配
列
は
支
謙
訳
の

『梵
摩
楡
経
』
で
あ
る
。

II
 
L
a
l
i
t
a
v
i
s
t
r
a
(
a
)
の

系
統

三
十
二
相
は
通
常
、
手
足
に
見
ら
れ
る
も
の
か
ら
始
め
て
頭
部

へ
と

配
列
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
系
統
は
頭
部

手
足
の
順
で
各
相
を
配
す

る
。
ま
た
他
の
系
統
(
I
、
I
I
I
、
I
V
、
V
)
で
は
三
十
二
相
に
含
ま
れ

て
い
な
い
s
a
m
a
a
v
i
p
u
l
a
-
a
t
a
(
額

廣
平
正
)
・
a
b
h
i
n
i
l
a
p
r
a
d
a
k
s
i
n
a
v
a
-

rta
k
e
s
a
(
螺
髪
右
旋
其
色
青
紺
)
・
s
u
v
i
v
a
r
t
i
t
o
r
u
(
酵

騰
長
)
が

登
場

す
る
。
な
お

a
と
記
し
た
の
は
L
s
a
i
a
s
a
t
a
f
r
a
の

別
の
箇
所
b
と
区

別
す
る
た
め
で
、
そ
こ
で
は
手
足

頭
部
と
い
う
配
列

で
あ
る
(
L
e
f
-

m
a
n
n
 
e
d
.
 
p
p
.
4
2
9
-
4
3
2
)
、
『
方

廣
大
荘
厳
経
』
(大
正
三
、
六
〇
九
中
-
六

一
〇
上
)。
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
次

の
経
典
を
挙

げ

る

こ

と
が
で
き
る
。
L
f
d
j
a
d
s
q
a
t
a
 
(
p
p
.
1
0
5
-
1
0
6
)
、
『
方

廣
大
荘
厳

経
』
唐
地
婆
詞
羅
訳

(大
正
三
、
五
五
七
上
中
)
、

『
普
曜
経
』
西
奮
竺
法

護
訳

(大
正
三
、
四
九
六
上
)、

『太

子
瑞
鷹
本
起
経
』
呉
支
謙
訳

(大
正

三
、
四
七
四
上
)、

『大
乗
百
福
荘
厳
相
経
』
唐
地
婆
詞
羅
再
訳

(大
正
十

六
、
三
三
二
中
下
)
、
こ
の
異
訳
で
あ
る

『妙
吉
祥
菩
薩
所
問
大
乗
法

螺

経
』
宋
法
賢
訳

(大
正
十
四
、
五
一
七
下
-
五
一
八
上
)
。
有
名
な
M
a
s
d
k
f
a

vy
v
g
d
k
s
f
a
s
t
i
(
2
3
6
-
2
6
7
)
も

こ
の
系
統
に
属
す
る
。
ま
た

『
優
婆
夷
浄
行

法
門
経
』
失
訳

(大
正
十
四
、
九
五
四
下
-
九
五
五
上
)
も
こ
の
系
統
で
あ

る
が
説
明
部
分

(九
五
五
上
-
九
六
〇
上
)
で
は
、
手
足

頭
部
と
い
う

配
列
で
あ
る
。

III

『
大
智
度
論
』

(
a
・
b
・
c
)

の
系
統

大
体
の
配
列
は
ー
に
似
て
い
る
が
、
I
で
歯
に
関
す
る
相

は
四

種

(四
十
歯
、
歯
斉
、
歯
密
、
歯
白
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
を

三
種

に
数
え
る
。

一
方
I
に
無
い
v
y
a
m
a
p
r
a
b
h
a
(
丈

光
相
・
常
光

一
尋
相
)

を
加
え
て
三
十
二
相
と
す
る
。
若
干
の
説
明
を
加
え
な
が
ら
こ
の
系
統

に
属
す
る
も
の
を
挙
げ
る
。
『
大
智
度
論
』
第
四

(
a
)
後
秦
鳩

摩

羅

什
訳

(大
正
二
五
、
九
〇
上
-
九
一
上
)
、
同
第

二
九

(b
)
(大
正
二
五
、

二
七
三
下
-
二
七
四
上
)
。
こ
の
二
者
の
配
列
は
若

干
の
相
違
が
あ

る
が
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明
ら
か
に
同
系
統
で
あ
る
。
ま
た

『摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
後
秦
鳩
摩

羅
什
訳

(大
正
八
、
三
九
五
中
下
)
と

そ
の
引
用
で
あ
る

『大
智
度
論
』

第
八
八

(
c
)
(大
正
二
五
、
六
八
一
上
)
と
は
全
同
で
あ
り
、
『
大

智

度

論
』
(
a
)
と
の
相
違
は
三

ヵ
所
で
配
列
順
序
が
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
『
摩
詞
般
若
』
に
完
全
に
一
致
す
る
も
の
に
『過
去
現
在
因

果
経
』
劉
宋
求
邦
践
陀
羅
訳

(大
正
四
、
六
二
七
中
下
)
が
あ
り
、

ま
た

『
坐
禅
三
昧
経
』
挑
秦
鳩
摩
羅
什

訳

(大
正
十
五
、
二
七
六
上
中
)
及

び

『
大
乗
百
福
相
経
』
地
婆
詞
羅
訳

(大
正
十
六
、
三
三
〇
中
)
も

『摩
詞
般

若
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
存
す
る
B
o
d
-

h
i
s
a
t
t
u
a
b
h
u
m
i
(
w
o
g
i
h
h
a
r
a
 
e
d
.
)
も

こ
の
系
統
で
あ
る

が

『
大
智
度
論
』
(
a
)
に
お
け
る
第
十
五
相
の
丈
光
相
が
第
十
二
相
に

配
当
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
配
列
上
の
二
、
三
の
相
違
が
あ

る
。
三
種
の
漢
訳
の
う
ち
原
典
と
よ
く

一
致
し
て
い
る
の
は
、
玄
奨
訳

の

『鍮

伽
師
地
論
』
(大
正
三
〇
、
五
六
六
下
-
五
六
七
上
)
で
あ
り
、

他

の
二
種
即
ち

『
菩
薩
地
持
経
』
北
涼
曇
無
識
訳
(大
正
三
〇
、
九
五
五
上
)

及
び

『
菩
薩
善
戒
経
』
劉
宋
求
那
践
摩
訳

(
一
〇
〇
九
中
下
)
と
は
若
干

の
相
違
が
あ
る
。
な
お
こ
の
二
種
の
古
い
漢
訳
は
、
語
句
の
レ
ベ
ル
ま

で
非
常

に
相
似
し
て
い
る
。
ま
た

『菩
薩
善
戒
経
』
に
完
全
に

一
致
す

る
も
の
に
失
訳

の

『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
(大
正
三
、
一
六
四
下
以
下
)
が

あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
A
w
j
g
f
s
a
s
a
e
a
r
a
 
e
d
.

pp
.
1
8
8
-
1
8
9
)
お

よ
び
S
f
s
a
j
g
a
g
f
a
 
e
d
.
 
p
p
.
5
0
-

51)
の
配
列
は

『大
智
度
論
』
(
a
)
と
同

一
で
あ
る
。
し
か
し
漢
訳
の

『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
』
(大
正
二
四
、
一
〇
八
下
-

一
〇
九

上
)
は
、
配
列
が
原
典
と
は
相
違
し
て
い
る
。

こ
の
義
浄
の
訳
は

『喩

伽
師
地
論
』
に
語
句
の
レ
ベ
ル
ま
で
よ
く

一
致
し
て
お
り
、
彼
が
玄
奨

の
訳
を
利
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
漢
訳
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
関

連
の
論
書
で
三
十
二
相
の
記
述
が
あ
る
唯

一
の
も
の
と
言
え
る

『
大
毘

婆
沙
論
』

玄
葵
訳

(大
正
一
七
、
八
八
八
上
-
八
八
九
上
)
も

『
大

智

度

論
』
(
a
)
の
配
列
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
た
だ
し
第
二
十
八
相

(梵
音
)
は

『
大
毘
婆
沙
論
』
で
は
最
後
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。

IV

ナ
ー
ガ

ル
ジ

ュ
ナ
論
書

の
系

統

こ
の
系
統
は
皿
に
あ

っ
た
丈
光
相
を
欠
き
、
歯
に
関
す
る
相

は
西
種

を
数
え
る
。
従

っ
て
相
の
選
択
に
関
し
て
は
I

の
系
統
と

同

一
で

あ

る
。
し
か
し
配
列
は
手
足

頭
部
と
い
う
普
通

の
型
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

顕
著
な
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
例
え
ば
通
常
第
三
十

一
・
三
十
二
相
に

配
当
さ
れ
る
頂
髪
相
(
u
s
n
i
s
a
)
と

眉
間
白
毫
相
(
u
r
n
a
)
が順
に
第
二

十
三
相
と
第
十
七
相
に
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
系
統

で
ナ
ー
ガ

ー
ル
ジ

ュ
ナ
の
著
作
は

『十
住
毘
婆
沙
論
』
後
秦
鳩
摩
羅
什

訳

(大
正

二
六
、
三
六
上
、
六
五
上
-
下
、
六
九
上
)
、
R
a
t
n
a
v
a
l
i
(
e
d
.
2
.

76
-
9
4
)
お
よ
び
そ

の
真
諦
訳

『寳
行
王
行
論
』
(大
正
三
二
、
四
九
七
中

-
下
)
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に

『大
智
度
論
』
第
十

一

(
d
)
(大

正
二
五
、
一
四
一
中
-
下
)
は

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
論
書
の
系
統
に
属
す

る
。
他
の
三
箇
所

(系
統
I
I
I
の
a
・
b
・
c
)
と
系
統
が
異
な

っ
て
い
る

三
十
二
大

人
相

の
系
統

(
I
)
 (
岡

田
)
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三
十
二
大
人
相
の
系
統

(I
)
 (岡

田
)

こ
と
は
、

『
大
智
度
論
』

の
成
立
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る

と
言
え
よ
う
。
ま
た
竜
樹
本
自
在
比
丘
釈
と
さ
れ
、
『十
住
毘
婆
沙
論
』

や
R
f
g
a
e
a
e
a
との相
似
点
の
多
い

『
菩
提
資
糧
論
』
階
達
磨
笈

多

訳

(大
正
三
二
、
五
三
五
下
-
五
三
六
中
)
も
二

・
三
の
相
を
欠

い

て

い

る
も
の
の
こ
の
系
統

に
は
い
る
。
さ
ら
に
M
a
i
t
r
e
y
a
n
a
t
h
a
の

著

作

と
さ
れ
る
A
g
h
s
d
j
f
h
a
r
a
f
s
a
(
1
3
-
1
9
)
は

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
論
書
と
完
全
に
同

一
の
選
択

0
配
列
で
あ

っ
て
、
作
者
が
こ
の
系

統
の
三
十
二
相
解
釈
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
天
親
菩
薩
造
の

『寳
髪
経
四
法
憂
波
提
舎
』
元
魏
毘

目
智

仙

訳

(大
正
二
六
、
二
七
六
中
-
下
)
も
こ
の
系
統
で
あ
る
。
仏
教
術
語
集
と

も
言
う
べ
き
D
f
d
h
f
a
s
a
a
a
e
d
f
a
e
(
K
a
s
a
d
e
.
e
d
.
p
p
p
.

18
-
1
9
)
も
こ
の
系
統

で
あ
る
が
、
宋
の
施
護
に
よ
る
漢
訳

『
法
集
名
数

経
』
(大
正
十
七
、
、六
六
一
中
)
に
お
け
る
三
十
二
相
の
記

述

は
次
の
V

の
系
統

に
属
す
る
。

V

『
大
般
若
』
の
系
統

こ
こ
で
は
I
か
ら
I
Vの
系
統
に
は
登
場
し
な
か

っ
た

「満
月
の
よ
う

な
顔
面
」
(面
輪
其
猫
満
月
、
p
u
r
n
a
c
a
n
d
r
a
n
i
b
h
a
n
a
n
a
)
が

一二
十
二
相
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
皿
の
系
統

の
丈
光
相
が
第
二
十
二
相

と
し
て
出
て
く
る
。

一
方
歯
に
関
す
る
相
は
二
相
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
系
統

の
代
表
は
玄
装
訳
の

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
で
あ
り

初
会
、
第

二
会
、
第
三
会
、
第
六
会

の
四
箇
所
に
見

え

る

(順
に
大
正

六
、
九
六
七
中
-
九
六
八
上
、
大
正
七
、
三
七
六
中
-
下
、
同
七
二
六
上
-
中
、

同
九
六
〇
上
1
下
)
。
初
会

・
第
二
会
と
第
三

・
六
会
と
で
は
、
第
四
相

と
第
五
相

の
順
序
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
が
、
語
句
ま
で
完
全
に
一
致

し
て
お
り
、
玄
奏

の
訳
場
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

D
a
s
a
s
a
h
a
s
r
i
k
a
(
S
t
e
n
 
p
p
.
1
0
8
-
1
0
9
)
も

『
大

般
若
』

の
系
統
で
あ
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
に
は
、
宋
時
代

の
漢
訳
仏

典
が
多
く
見
ら
れ
る
。
即
ち
寂
友
造
施
護
訳
の

『仏
吉

祥

徳

讃
』
(大

正
三
二
、
七
六
四
中
)
、
D
h
a
r
m
a
s
a
m
g
r
a
h
a
の

漢
訳
で
同
じ
く
施
護
訳

の

『
法
集
名
数
経
』
(大
正
十
七
、
六
六
一
中
)、

『
根
本
説

一
切
有

部

毘

奈
耶
破
僧
事
』

の
第

一
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
と
同
内
容
の

『
衆
許
摩
詞

帝
経
』
法
賢
訳

(大
正
三
、
九
四
〇
中
-
下
)
は
こ
の
系
統
で
あ

る
。
ま

た
A
r
t
h
a
v
i
m
i
s
c
a
y
a
(
系

統
V
I
に属
す
る
)
の
漢
訳
と

さ
れ

る

『法
乗

義
決
定
経
』
金
総
持
等
訳

(大
正
十
七
、
六
五
八
中
-
下
お
よ
び
六
五
九
上

-
六
六
〇
上
)
も

『大
般
若
』
の
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢

訳

は
相

の
選
択

。
配
列
の
み
な
ら
ず
、
訳
語
の
細
部
に
至
る
ま
で
玄
奨
訳
を
使

用
し
て
い
る
。
な
お

『仏
吉
祥
徳
讃
』
で
面
如
満
月
相
を

欠

き
、
『衆

許
摩
詞
帝
経
』
・で
足
下
有
平
満
相
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
訳
者
の
不
注

意
に
帰
因
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

VI
 
G
a
g
f
j
a
y
u
h
a
の系
統

こ
の
系
統
は
G
a
f
d
j
s
a
a
s
f
a
 
(
p
p
.
3
0
9
-
3
1
0
)
,

a
g
o
t
r
a
v
i
b
h
a
g
a
 
v
.
1
7
-
2
5
 
(
e
d
.
p
p
.
9
4
-
9
6
)
が

代
表
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的
な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
三
十
二
以
上
の
数
の
相
を
三
十
二
相
と

し
て
挙
げ
、
k
a
m
b
u
g
r
i
v
a
t
v
a
(
頸

如
紺
蒲
)
・
n
a
r
a
y
a
n
a
s
t
h
a
m
a
-

dr
d
h
a
t
m
a
b
h
a
v
a
(
威

徳
勢
堅
固
猫
如
那
羅
延
)

の
よ
う
な
他

の
系
統
で

は
三
十
二
相
に
含
め
な
い
も

の
が
登
場
し
て
く
る
。
漢
訳
は

『大
方
廣

仏
華
厳
経

(八
十
巻
)』
唐
實
又
難
陀
訳

(大
正
十
、
四
〇
八
上
)、
『大
方

廣
仏
華
厳
経
』
唐
般
若
訳

(大
正
十
、
七
八
八
下
)
お
よ
び

『
究
寛

一
乗

寳
性
論
』
後
魏
}勒
那
摩
提
訳

(大
正
三
一
、
八
一
七
下
、
八
四
四
中
-
下
)

で
あ
る
が
《
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
は
配
列
等
の
点
で
か
な
り
相
違

し
て
い
る
。
R
a
t
h
a
g
o
t
r
a
v
i
b
h
a
g
a
は

三
十
二
相

の
記

述

を

『
寳
女

経
』
(
R
a
t
r
d
a
a
d
a
t
r
a
)
に

依

っ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

確
か
に
現
存
す
る
二
種
の
漢
訳

の

『寳
女
所
問
経
』
西
晋

竺

法

護

訳

(大
正
十
三
、
四
六
八
下
-
四
六
九
中
)
と

『
大
方
等
大
集
経

(三
)
寳
女

品
』
北
涼
曇
無
識
訳
に
お
け
る
配
列
は

『寳
性
論
』
に
極
め
て
似
て
お

り
、
こ
の
系
統

に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

た
だ
し
上
記
の
k
a
m
-

b
u
g
r
i
v
a
t
v
a
に

対
応
す
る
語
は
欠
け
て
い
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
系

統

は
種
々
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で

『無
上
依
経
』
梁
真
諦

訳

(大
正

十
六
、
四
七
三
下
-
四
七
四
中
)
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
後
日
詳
細
に
論

じ

た
い
。
な
お
仏
教
術
語
集
の

一
つ
で
あ
る
A
r
t
h
a
v
i
n
i
s
c
a
y
a
X
X
V

I

(S
a
m
t
a
n
i
 
e
d
.
p
p
.
5
3
-
6
2
)
も

こ
の
系
統

に
属
す
る

(対
応
漢
訳
に
つ
い

て
は
V
を
参
照
)
。

VI
I
 
そ

の

他

(
4
)

以
上
挙
げ
た
経
論
以
外
に
M
a
h
a
d
a
s
s
t
u
(
S
e
n
a
r
t
.
 
2
2
6

-22
7
,
I
I
.
p
p
.
2
9
-
3
0
)
、
『
賢

劫
経
』
西
晋
竺
法
護
訳

(大
正
十
四
、
二
五

下
-
二
八
上
)、
『
大
般
浬
繋
経
』
北
涼
曇
無
識
訳

(大
正
十
二
、
五
三
四
下

-
五
三
五
中
)、
あ
る
い
は

『
宝
積
経
』
関
係
の
経
典

(例
え
ば
R
a
s
t
r
a
-

p
a
l
a
p
a
r
i
p
r
c
h
a
)
な

ど
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
に
三
十
二
相
に
関
す
る
記

述
が
見
ら
れ
る
が
、
I
-
V
I
の
よ
う
に
明
確
な
系
統
を
形
成
す
る
に
は

至

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
経
論
及
び
今
回
取

り
扱
え
な
か
っ
た
経
論

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

1
 
G
a
r
u
d
k
g
a
 
I
.
6
5
に

お
け
る
身
体

の
吉
凶
相
を
論
じ
た
も

の
に
H
.
K
o
h
l
b
r
u
g
g
e
;
 
U
n
g
l
u
c
k
s
z
e
h
e
 
a
m

2
 
逸
見
梅

栄

『
印
度

に
於
け
る
礼
拝
像

の

形
式
研
究
』
〈
東
洋
文
庫
論
叢

第

二
十

一
〉
東
京
美
術
、

一
九

八
二
年
、
四
七
頁
以
下
参
照
。

3

『
三
十

二
相

経
』
と
L
a
d
a
g
h
a
w
a
t
a
と

の
対
応

に
関
し
て

は
宇

井
伯

寿

『
印
度
哲
学
研
究
第
四
』
岩
波
書
店
、

一
九

六
五
年
、
七
七
頁
以

下
参

照
。

4
 
高
原
信
一
「
M
a
h
a
v
a
s
t
u
所

伝

「
仏

の
三
+

二
相
」

に
つ
い
て
」
『
仏

教
研
究
』
第

二
号

一
九
七

二
年
九
〇
-

九
九
頁
参
照
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

三
十

二
大
人
相

の
系
統

(
神
戸
女
子
大
学
瀬
戸
短
期
大
学
講
師
)

三
十
二
大
人
相
の
系
統
(
1
1
)
 
(
岡田)
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